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簡易懸濁法を実施される方へ 
 

 

 

 
 

 

錠剤やカプセルを粉末状にせず、そのまま温湯（約 55℃）で溶

かして服用する方法です。この方法は、粉末状にしてから服用する

方法に比べ、以下のような利点があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・懸濁容器 

・注入器 

・一回分の薬 

・約 55℃の温湯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易懸濁法とは

… 

簡易懸濁法の利点 
①服用直前まで錠剤やカプセルの状態で保管できるので、薬の品質が

保たれる。 

②粉末状にしていないため、薬の内容を容易に確認できる。 

③乳糖で賦形注）しないため、チューブが詰まりにくい。 
注）薬を粉末状にして分包する際、分包誤差を減らすために薬剤のかさを増やすこと。 

賦形剤に用いる乳糖は水に溶けにくい。 

約 55℃の温湯の作り方 

方法 1）ポットの 60℃設定の湯を使用する 

方法 2）熱湯と水を２：１の割合で混ぜる。 

懸濁容器は耐熱性の密閉容器であれば 

ご家庭で用意できるもので構いません。 

当院で使用している 

懸濁容器（左上）と 

注入器（手前） 

 

 

 

 

準備するもの 

… 

熱湯 

２ 
水 

１ 

約 55℃の温湯 
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① 懸濁容器に一回分の薬剤を入れます。      

（カプセルも溶けますので中身を出さず 

そのまま入れて下さい） 

 

 

 

 

 

② 約５５℃の温湯を２０～３０ｍL 

程度入れ、蓋をしてそのまま１０分間 

放置します。 

 

 

 

 

 

③ １０分間放置している間に、注入器に 

２０～３０ｍL の水を吸い取り、 

チューブに接続して注入します。 

（チューブの開通確認） 

 

 

 

 

④ ②で１０分間放置した懸濁液を 

よく振り混ぜて懸濁させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

… 
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⑤ 薬が懸濁したことを確認後、懸濁液を 

注入器に吸い取ります。 

 

 

 

 

 

 

⑥ チューブに接続し、懸濁液を 

注入します。 

 

 

 

 

 

 

⑦ 最後に注入器に２０～３０ｍL 

 の水を吸ってチューブに注入し、 

チューブ内に残った薬を完全に 

注入します。 

 

 

 

 

⑧ 注入器は水洗いし、再利用して下さい。 

（１～２週間毎に新しい注入器に交換してください。） 

 

 

 

 

 

約５５℃のお湯で 

１０分間がポイント！！ 
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・大量の粉薬や液剤を他の薬と一緒に懸濁すると、温湯の温度が低

下し、錠剤やカプセルが懸濁し難くなることがあります。このよ

うな場合は、粉薬や液剤は他の薬とは別に懸濁して下さい。 

 

・アルカリイオン水や外国産のミネラルウォーター（硬水※）を簡易

懸濁法に使用すると、薬の吸収や効果に影響することがあります

ので、水道水を使用するようにして下さい。 
 ※硬水：カルシウムやマグネシウムを多量に含む水で、欧米に多い。 

日本ではほとんどの地域の水が軟水です。 

 

・薬が懸濁しない場合、懸濁後の薬液が薬の色と明らかに異なる色

調に変色してしまう場合等、ご不明な点があればお気軽に医師・

薬剤師にご相談下さい。 

 

・胃ではなく腸で溶ける薬や、ゆっくり吸収されて長時間作用が持

続する薬など、特殊な構造のため簡易懸濁法に適さない薬もあり

ます。簡易懸濁法はご自分で判断されず、必ず医師・薬剤師に相

談の上実施するようにして下さい。 

 

注意事項 

… 

2011.02 作成 
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□のついている項目が、現在あなたが服用しているお薬につ

いての注意事項です。 

 

 

□ 錠剤のままでは懸濁できない薬 

（薬剤名                   ） 

 この薬は錠剤のままでは懸濁し難いので、予めすりこぎや金

づち等を用いて軽く砕いてから温湯に入れ、懸濁して下さい。 

 

例）           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ビオフェルミン配合散・ビオフェルミン R 散・ 

タケプロン OD 錠・SM 配合散 
 

約 55℃の温湯ではうまく懸濁できないことがあります。室

温程度に冷ました湯または水で懸濁して下さい。 

 

注）約 55℃の温湯で懸濁した他の薬剤がある場合、注入直前

にこれと混合して注入しても問題ありません。 

 

錠剤は包装シートのまま先に 

軽く砕いてから取り出すと、周り

に飛び散らず容易に砕けます。 

軽く砕いた錠剤 

簡易懸濁法で注意が必要なお薬について 

… 
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□ 徐放性顆粒・腸溶性顆粒を含む薬剤 

 （薬剤名                     ） 

 このお薬を懸濁すると顆粒が溶けずに残りますが、この顆粒

はすりつぶしてしまうと特殊な構造が壊れてしまいますので、

そのまま注入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 塩化ナトリウム 

 （薬剤名                     ） 

塩化ナトリウムと混合すると懸濁し難くなる場合があります。

このような場合は、塩化ナトリウムのみ、他のお薬とは別に懸

濁して下さい。 

 

 

□ テオドールドライシロップ 

この薬は温湯に入れて振り混ぜて懸濁した後、１０分間放置

せず速やかに注入して下さい。 

 

 

例）タケプロンOD錠     エブランチルカプセル 

これらの薬剤を懸濁後、容器の底に溶け残っている細かい粒が

徐放性顆粒・腸溶性顆粒です。 

徐放性：薬の効果を長時間持続させるために、体内で薬効成分がゆっくり吸収

されるように設計された特殊な構造 

腸溶性：薬が胃で溶けずに腸で溶けるように設計された特殊な構造 
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□ レボドパ製剤と酸化マグネシウム製剤・鉄剤 

レボドパ製剤：（                 ） 

酸化マグネシウム製剤・鉄剤：（             ） 

 

レボドパ製剤と酸化マグネシウム製剤や鉄剤を一緒に懸濁す

ると配合変化が起こり、レボドパ製剤の効果が低下することが

あります。レボドパ製剤と酸化マグネシウム製剤や鉄剤を同時

に服用する場合は、酸化マグネシウム製剤・鉄剤のみ、他のお

薬とは別に懸濁して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）メネシット錠とマグラックス錠の配合変化 

懸濁直後 １０分間放置後 

メネシット錠（左）と

マグラックス錠（右） 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 

独立行政法人 国立病院機構 

刀根山病院 薬剤科 
〒560-8552 

大阪府豊中市刀根山５丁目１番１号 
TEL (06)6853-2001（代表） 

http://www.hosp.go.jp/~toneyama/ 

201２.５ 改訂（第２版） 
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